
運動の重点 ① 夏休みの子供の交通事故防止

運動の重点 ⓸ 飲酒運転を始めとする悪質・危険な運転の根絶

運動の重点 ③ 高齢者と歩行者の交通事故防止

ドライバーの皆さんへ
☆ 「思いやり」を持った運転を心掛け、子供を交通事故から守りましょう。

特に、住宅街等の生活道路では速度を落とし、安全確認をしましょう。

☆ 危険を早く発見できるよう、意識的に前をよく見て運転しましょう。

運動の重点 ② 自転車のルール遵守と安全利用

妨害運転（あおり運転等）の根絶
☆ 妨害運転（あおり運転等）は飲酒運転と同じく悪質・危険な
故意の犯罪です。「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持って、

安全な速度・方法で運転しましょう。

飲酒運転の根絶 ～飲酒運転四（し）ない運動～
☆「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない」
「乗る人には飲ませない」「飲んだ人には運転させない」

☆ 飲酒運転は重大事故の原因となり、多くの人の人生を台無し にします。

飲酒運転を「許さない」社会にしましょう。

令和４年

ドライバーの皆さんへ
☆ 横断歩道の近くではスピードを落とし、
歩行者がいる場合は必ず止まりましょう。

歩行者の皆さんへ
☆ 横断歩道を横断するときは、首を
振っての安全確認やハンドサインで、
横断する意思を伝えましょう。

保護者（大人）の皆さんへ
☆ 小さなお子さんから目と手と心を離さず、
周囲の大人が見守りましょう。

☆ 「車が来ていないか必ず安全確認する」等、

お子さんに繰り返して注意を促しましょう。

○ 楽しいお酒のあとは、公共機関やハンドルキーパー等で安全に帰宅しましょう。

〇 二日酔いも飲酒運転です。運転前にアルコールチェッカーを活用して、体内の

アルコールの有無を確認しましょう。

長野県実施要綱

自転車を利用する皆さんへ
☆ 自転車は、運転免許のいらない身近な交通手段ですが、
車両ですので、自転車の通行ルールを必ず守るとともに、
命を守るために、ヘルメットを着用しましょう。

☆ 交差点では、一時停止・徐行するなどして左右の安全確認
を確実に行いましょう。

☆ 長野県では、自転車損害賠償保険などへの加入が義務化
されています。

みんな
ヘルメットを
かぶろう！

〇 自転車事故死者のうち、致命傷の６割は頭部の怪我です。
〇 自転車事故のうち、約７割が自転車側に何らかの法令違反があります。
〇 自転車事故の約７割が交差点やその付近で発生しています。

（平成29年から令和３年までの５年間）

あなたの街の自転
車重点地区・路線

はこちら

○ 子供に原因がある歩行者事故のうち、約４割が「飛び出し」です。
（令和３年中）

○ 交通事故の約３割が高齢ドライバーによる事故です（令和３年中）。

高齢者ドライバーの皆さんへ
☆ 通り慣れた道であっても、油断せずしっかりと安全確認をしましょう。

☆ 高齢になるにしたがって、視野、反射神経、筋力等の身体機能が変化します
ので、丁寧な安全確認を心掛けましょう。

自転車指導啓発重点地区・路線
自転車の通行実態から自転車が関係する交通事故が現に

発生し、または懸念される地区・路線を選定しています。

○ 交通死亡事故死者の約４割が歩行者です（令和３年中）。

ドライバーの皆さんへ
☆ 交差点の近くではスピードを落として、自転車が「来るかもしれない」と慎重
な運転を心掛けましょう。

○ 長野県は「信号機のない横断歩道」での一時停止率が

６年連続日本一です！

（一般社団法人日本自動車連盟（JAF）調査結果）
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☆ 毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

☆ 4のつく日(4日･14日･24日)は｢シートベルト・チャイルドシート啓発の日｣です。

しあわせ信州創造プラン2.0（長野県総合５か年計画）推進中

令和４年７月２２日(金)～７月31日(日)

夏休みを迎え、子供たちの行動が活発化することにより、交通事故の
増加が懸念されることから、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図
り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付け、交通事故
の防止を図ることを目的とします。

信濃路は みんなの笑顔 つなぐ道
（長野県交通安全スローガン）

交通安全「私から!」今、行動のとき

歩行者の皆さんは ドライバーの皆さんは

止まる

見 る

目立つ

指さし確認

早めの点灯

シートベルト

・必ず止まる

・左右をしっかり見る

・明るい服装、反射材等
で存在をアピール

・「目」と「指さし」で重ねて確認
（ハンドルは握ったまま）

・暗くなり始めたら早めのライトオン

・スタート合図は［ベルトした?］

令和４年 長野県実施要綱

独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA）では、交通事故被害者及びその家族等へNASVAの支
援制度（介護料の支給等）や相談先にお困りの場合には各種相談窓口を紹介しています。

高齢ドライバーや家族のみなさん

高齢や病気等で運転を続けることに不安を感じたらお電話ください。

【NASVA交通事故被害者ホットライン】

0570 - 000738

【安全運転相談ダイヤル】

新型コロナウイルス感染症の状況等に応じた運動の実施
本運動の実施に当たって、今後の新型コロナウイルス感染症等の状況や、これに伴う県民の交通行動

の変化等を注視しつつ、県民の命と健康を守ることを第一に、地域の実情に応じた運動を展開し、交通
安全意識の高揚に努めるものとします。

① 夏休みの子供の交通事故防止
② 自転車のルール遵守と安全利用
③ 高齢者と歩行者の交通事故防止
④ 飲酒運転を始めとする悪質・危険な運転の根絶

横断歩道の
ルールとマナーアップ

啓発動画はコチラ

高齢運転者安全啓発動画
「ずっとグッドカーライ

フ」はコチラ

県外の方から寄せられるこんな声
STOP！長野県の悪い交通マナー！

「右折が強引すぎて危ない！」
「ウインカーを出すのが遅い！」

詳しくは
長野県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾍ


